
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 回動 可能に設けられ、回動軸方向に並んで位置する第
１，第２操作部材と、
　前記第１操作部材によって操作される第１スイッチ部 、前記第２操作部材によ
って操作される第２スイッチ部 前記第１操作部材の基板に対する投影面
と前記第２操作部材の基板に対する投影面との間に形成されるスペース 置される

スイッチと
　

　

ことを特徴とするスイッチ装置。
【請求項２】
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、および
をそれぞれ有し、

に設 第１
，第２ を備え、

前記第１スイッチが、前記第１操作部材の可動範囲内に突出し、前記正方向に回動する
前記第１操作部材によって操作され、前記第１スイッチの第１スイッチ部をＯＮする第１
被操作部と、前記第２操作部材の可動範囲内に突出し、前記正方向に回動する前記第２操
作部材によって操作され、前記第１スイッチの第２スイッチ部をＯＮする第２被操作部と
を有し、

前記第２スイッチが、前記第１操作部材の可動範囲内に突出し、前記逆方向に回動する
前記第１操作部材によって操作され、前記第２スイッチの第１スイッチ部をＯＮする第１
被操作部と、前記第２操作部材の可動範囲内に突出し、前記逆方向に回動する前記第２操
作部材によって操作され、前記第２スイッチの第２スイッチ部をＯＮする第２被操作部と
を有する

前記第１，第２操作部材の少なくとも一方に設けられ透光性を有する透光部と、この透



ことを特徴とする請求項１記載のスイッチ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、回動可能に設けられる２つの操作部材が回動軸方向に並んで位置するスイッチ
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のスイッチ装置について、自動車のパワーウィンドの開閉操作を行うパワーウィンド
スイッチ装置を例に挙げて説明する。
【０００３】
自動車の運転席のドアには、例えば左前の窓、右前の窓、左後の窓および右後の窓のそれ
ぞれの開閉操作を行うための４つの操作部材を備えるパワーウィンドスイッチ装置が設置
されている。
【０００４】
上記操作部材には、中立位置を挟んで正逆方向に回動可能に設けられ、前端側を押圧され
て正方向に回動し、後端側を押圧されて逆方向に回動するものがある。
【０００５】
また、４つの操作部材は、２つずつ前列と後列とに分けて配置されている。前列の左側に
は左前の窓の開閉を行なうための操作部材が配置され、前列の右側には右前の窓の開閉を
行なうための操作部材が配置されており、これら２つの操作部材は回動軸方向に並んで位
置している。また、後列の左側には左後の窓の開閉を行なうための操作部材が配置され、
後列の右側には右後の窓の開閉を行なうための操作部材が配置されており、これら２つの
操作部材も、前列と同様に回動軸方向に並んで位置している。
【０００６】
従来のパワーウィンドスイッチ装置では、操作部材ごとにその操作部材により操作される
シーソースイッチが設けられている。
【０００７】
このシーソースイッチは、揺動可能に設けられ両端部のそれぞれに第１，第２可動接点を
有する揺動接点と、第１可動接点が接触・離反する第１固定接点と、第２可動接点が接触
・離反する第２固定接点と、揺動接点の揺動中心が常時接触している第３固定接点と、中
立位置を挟んで正逆方向に回動可能に設けられ、揺動接点を操作する回動部材と、この回
動部材を中立位置に復帰させる復帰手段とを備えている。
【０００８】
上記回動部材には、操作部材が固定されている。つまり、操作部材の前端側が押圧される
と回動部材が中立位置から正方向に回動し、揺動接点が回動部材によって操作されて第１
可動接点と第１固定接点とが接触するようになっている。また、操作部材の後端側が押圧
されると回動部材が中立位置から逆方向に回動し、揺動接点が操作されて第２可動接点と
第２固定接点とが接触するようになっている。
【０００９】
また、従来のパワーウィンドスイッチ装置では、シーソースイッチの第１可動接点と第１
固定接点が接触すると、窓を開動作させる信号が出力され、第２可動接点と第２固定接点
が接触すると、窓を閉動作させる信号が出力されるように設定されている。
【００１０】
このように構成された従来のパワーウィンドスイッチ装置は、次のように動作する。
【００１１】
操作部材の前端側が押圧されると、シーソースイッチでは、操作部材とともに回動部材が
正方向に回動し、揺動接点が操作されて第１可動接点と第１固定接点とが接触する。この
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光部の設けられた操作部材の裏側から前記透光部に光を当てる照光素子と、この照光素子
を前記操作部材の裏側の所定位置に保持するとともに基板上の回路に電気的に接続する端
子とを備える



とき、パワーウィンドスイッチ装置からは、窓を開動作させる信号が出力される。
【００１２】
また、操作部材の後端側が押圧されると、シーソースイッチでは、操作部材とともに回動
部材が中立位置から逆方向に回動し、揺動接点が回動部材によって操作されて第２可動接
点と第２固定接点とが接触する。このとき、パワーウィンドスイッチ装置からは、窓を閉
動作させる信号が出力される。
【００１３】
なお、操作部材が押圧されなくなると、操作部材は回動部材とともに復帰手段により中立
位置に戻る。このとき、窓は操作部材が押圧されなくなったときの位置で停止する。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来のパワーウィンドスイッチ装置では、操作部材の前端側および後端側の押圧
面のそれぞれに、例えば押圧面であることを示す表示部が設けられている。
【００１５】
この表示部は、操作部材の回動軸方向における中心線に沿って設けられ、透光性を有して
いる。また、操作部材の裏側（押圧面を表とする）の表示部付近には、照光素子、例えば
ＬＥＤが設けられている。このＬＥＤは、ＰＣＢに接続された端子によって表示部の裏側
の所定位置に保持されている。つまり、表示部は、車内が暗いときに操作部材の位置を示
す照明として機能するようになっている。
【００１６】
ところで、操作部材のＰＣＢに対する投影面内にはシーソースイッチが設置されており、
このシーソースイッチの設置スペースが表示部のＰＣＢに対する投影面と重なっているた
め、上述の端子は、スイッチケースの設置スペースを避けた位置に折り曲げられた状態で
配置されている。
【００１７】
しかし、端子に曲げ加工を施すと、その加工誤差に起因してＬＥＤの位置ずれを招きやす
いという問題が発生する。このため、端子に曲げ加工を施すことなくＬＥＤを設置したい
という要望があった。
【００１８】
本発明は、上述の要望に応えるためになされたものであり、その目的は、回動可能に設け
られる２つの操作部材が回動軸方向に並んで位置するスイッチ装置において、操作部材の
ＰＣＢに対する投影面に重なるスイッチの設置スペースの割合を小さくすることができる
スイッチ装置を提供することにある。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
　上述の目的を達成するために、第１の発明は、 回動 可
能に設けられ、回動軸方向に並んで位置する第１，第２操作部材と、前記第１操作部材に
よって操作される第１スイッチ部 、前記第２操作部材によって操作される第２ス
イッチ部 前記第１操作部材の基板に対する投影面と前記第２操作部材の
基板に対する投影面との間に形成されるスペース 置される スイッチと

ことを特徴としている。
【００２０】
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、および
をそれぞれ有し、

に設 第１，第２ を備
え、前記第１スイッチが、前記第１操作部材の可動範囲内に突出し、前記正方向に回動す
る前記第１操作部材によって操作され、前記第１スイッチの第１スイッチ部をＯＮする第
１被操作部と、前記第２操作部材の可動範囲内に突出し、前記正方向に回動する前記第２
操作部材によって操作され、前記第１スイッチの第２スイッチ部をＯＮする第２被操作部
とを有し、前記第２スイッチが、前記第１操作部材の可動範囲内に突出し、前記逆方向に
回動する前記第１操作部材によって操作され、前記第２スイッチの第１スイッチ部をＯＮ
する第１被操作部と、前記第２操作部材の可動範囲内に突出し、前記逆方向に回動する前
記第２操作部材によって操作され、前記第２スイッチの第２スイッチ部をＯＮする第２被
操作部とを有する



　このように構成した第１の発明に 回動可能に設けられる２つの操作部材が回動
軸方向に並んで位置するスイッチ装置において、操作部材の基板に対する投影面に重なる
スイッチの設置スペースの割合を小さくすることができる。
【００２５】
　また、第 の発明は、上記第１の発明において、前記第１，第２操作部材の少なくとも
一方に設けられ透光性を有する透光部と、この透光部の設けられた操作部材の裏側から前
記透光部に光を当てる照光素子と、この照光素子を前記操作部材の裏側の所定位置に保持
するとともに基板上の回路に電気的に接続する端子とを備えることを特徴としている。
【００２６】
　このように構成した第 の発明では、第１，第２操作部材のそれぞれの基板に対する投
影面内に形成されるスペースを利用して、端子を直線状のまま基板に設置して照光素子を
設けることができる。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下に本発明のスイッチ装置の一実施形態を図に基づいて説明する。
【００２８】
図１は、本発明のスイッチ装置の一実施形態を示す平面図、図２は、図１の II－ II断面図
、図３は、図１の III－ III断面図、図４は、図１に示す実施形態に備えられるスイッチを
示す平面図、図５は、図４に示すスイッチの正面図、図６は、図４に示すスイッチの分解
斜視図、図７は、パワーウィンドスイッチ装置に備えられる本実施形態を示す分解斜視図
である。
【００２９】
本実施形態の構成について説明する。
【００３０】
本実施形態は、図１～３に示すように、中立位置を挟んで正逆方向、すなわち図３に示す
Ａ，Ｂ方向に回動可能に設けられる第１，第２操作部材１，２を備えている。これら第１
，第２操作部材１，２は、図２に示すように、左右両側部の中央に貫通孔１ｅを有してお
り、カバー５に設けられた支軸５ａが貫通孔１ｅに挿入されることによって回動可能に支
持されている。これら第１，第２操作部材１，２は、前端側の押圧面１ｆを押圧されて中
立位置からＡ方向に回動し、後端側の押圧面１ｇを押圧されて中立位置からＢ方向に回動
するものである。なお、図１～３には、中立位置に位置する第１，第２操作部材１，２を
示している。
【００３１】
また、図２，３に示すように、第１，第２操作部材１，２は、前端側の押圧面１ｆの裏面
および後端側の押圧部１ｅの裏面のそれぞれに下方向に突出する棒状の突出部１ｃ，１ｄ
を有する。第１操作部材１の突出部１ｃ，１ｄはそれぞれ、後述する第１スイッチ３の第
１被操作部３ａ、および第２スイッチ４の第１被操作部３ａのそれぞれの上面に当接して
いる。また、第２操作部材１の突出部１ｃ，１ｄはそれぞれ、第１スイッチ３の第２被操
作部３ｂ、および第２スイッチ４の第２被操作部３ｂのそれぞれの上面に当接している。
【００３２】
図１に戻り、本実施形態は、第１操作部材１のＰＣＢ１０に対する投影面と第２操作部材
２のＰＣＢ１０に対する投影面との間に形成されるスペースに重なる位置に配置され、第
１，第２操作部材１，２の回動軸方向に直交する方向に並んで位置する第１，第２スイッ
チ３，４を備えている。
【００３３】
ここで、第１，第２スイッチ３，４について、図４～６を用いて説明する。
【００３４】
図６に示すように、第１，第２スイッチ３，４では、スイッチケース３ｃを上部カバー３
０と、下部ケース３７とから構成してある。この下部ケース３７は、第１，第２室４４，
４５に仕切ってある。第１室４４内には第１スイッチ部５０を設けてあり、第２室４５に
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２

２



は第２スイッチ部６０を設けてある。
【００３５】
第１スイッチ部５０は、第１操作部材１の突出部１ｃまたは１ｄに押圧操作される第１被
操作部３ａと、下部ケース３７に揺動可能に支持され、第１被操作部３ａの突起部３３ｂ
が摺接する可動接点３５と、この可動接点３５が接触・離反する図示しない固定接点と、
第１被操作部３ａをばね力により可動接点３５に押付ける板ばね３１とを備えている。
【００３６】
第１被操作部３ａは、支軸３３ａが下部ケース３７の切欠き３８，３９に配置されること
によって回動可能に支持されており、図４，５に示すように、回動軸方向と平行な下部ケ
ース３７の両側壁の一方に設けられた切欠き４０から突出している。
【００３７】
可動接点３５は、図６に示すように、第１被操作部３ａの突起部３３ｂが摺接する傾斜面
３５ａを有している。この傾斜面３５ａは、板ばね３１のばね力を第１被操作部３ａの下
方向の回動に抗する反発力として第１被操作部３ａの突起部３３ｂに作用させるためのも
のである。つまり、板ばね３１と傾斜面３５ａとによって第１被操作部３ａを復帰させる
復帰手段を構成してある。
【００３８】
このように構成した第１スイッチ部５０では、図５に示すように、第１被操作部３ａが上
方から押圧操作されて、可動接点３５の傾斜面３５ａから受ける反発力に抗して下方向に
回動する。そして、可動接点３５が、第１被操作部３ａの回動に連動して固定接点に接触
し、これにより第１スイッチ部５０がＯＮする。第１被操作部３ａが押圧されなくなると
、復帰手段により第１被操作部３ａが復帰して可動接点３５が固定接点から離反し、これ
により第１スイッチ部５０がＯＦＦする。
【００３９】
第２スイッチ部６０は、第１スイッチ５０と同様の構成であり第１スイッチ部５０と互い
違いに設けてある。すなわち、第２操作部材２の突出部１ｃまたは１ｄに押圧操作される
第２被操作部３ｂと、下部ケース３７に揺動可能に設けられ第２被操作部３ｂの突起部３
４ｂが摺接する可動接点３６と、この可動接点３６が接触・離反する図示しない固定接点
と、第２被操作部３ｂをばね力により可動接点３６に押付ける板ばね３２とを備えている
。
【００４０】
第２被操作部３ｂは、上述の第１被操作部３ａと同様に、支軸３４ａが下部ケース３７の
切欠きに４１，４２に配置されることによって回動可能に支持されており、図４，５に示
すように、第１被操作部３ａが突出する側壁に対向する側壁に設けられた切欠き４３から
突出している。
【００４１】
また、可動接点３６は、上述の可動接点３５と同様で図６に示すように、第２被操作部３
ｂの突起部３４ｂが摺接する傾斜面３６ａを有している。この傾斜面３６ａは、板ばね３
２のばね力を第２被操作部３ｂの下方向の回動に抗する反発力として第２被操作部３ｂの
突起部３４ｂに作用させるためのものである。つまり、板ばね３２と傾斜面３６ａとによ
って第２被操作部３ｂを復帰させる復帰手段を構成してある。
【００４２】
このように構成した第２スイッチ部６０では、第１スイッチ５０と同様で図５に示すよう
に、第２被操作部３ｂが上方押圧操作されて、可動接点３６の傾斜面３６ａから受ける反
発力に抗して下方向に回動する。そして、可動接点３６が、第２被操作部３ｂの回動に連
動して第２固定接点に接触し、これにより第２スイッチ部６０がＯＮする。第２被操作部
３ｂが押圧されなくなると、復帰手段により第２被操作部３ｂが復帰して可動接点３６が
固定接点から離反し、これにより第２スイッチ部６０はＯＦＦする。
【００４３】
図１～３に戻り、第１スイッチ３の第１被操作部３ａは、第１操作部材１の可動範囲内に
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おいて、Ａ方向に回動する第１操作部材１によって押圧操作される位置に突出させてある
。すなわち、第１操作部材１の押圧面１ｆの裏側で、第１被操作部３ａの上面に第１操作
部材１の突出部１ｃの端部を当接させてある。
【００４４】
また、第１スイッチ３の第２被操作部３ｂは、第２操作部材２の可動範囲内において、Ａ
方向に回動する第２操作部材２によって押圧操作される位置に突出させてある。すなわち
、第２操作部材２の押圧面１ｆの裏側で、第２被操作部３ｂの上面に第２操作部材２の突
出部１ｃの端部を当接させてある。
【００４５】
また、第２スイッチ４の第１被操作部３ａは、第１操作部材１の可動範囲内において、Ｂ
方向に回動する第１操作部材１によって押圧操作される位置に突出させてある。すなわち
、第１操作部材１の押圧面１ｇの裏側で、第１被操作部３ａの上面に第１操作部材１の突
出部１ｄの端部を当接させてある。
【００４６】
また、図１に示すように、第２スイッチ４の第２被操作部３ｂは、第２操作部材２の可動
範囲内において、Ｂ方向に回動する第２操作部材２に押圧操作される位置に突出させてあ
る。すなわち、第２操作部材２の押圧面１ｇの裏側で、第２被操作部３ｂの上面に第２操
作部材２の突出部１ｃの端部を当接させてある。
【００４７】
また、本実施形態では、第１操作部材１の押圧面１ｆ，１ｇのそれぞれに、例えば押圧面
であることを示す表示部１ａ，１ｂをそれぞれ設けてある。これら表示部１ａ，１ｂは、
第１操作部材１，２の回動軸方向における中心線に沿って設けてある。また、第２操作部
材２の押圧面１ｆ，１ｇのそれぞれにも第１操作部材１と同様に、表示部１ａ，１ｂをそ
れぞれ設けてある。
【００４８】
これら表示部１ａ，１ｂは、透光性を有する部分からなる。これら表示部１ａ，１ｂのそ
れぞれの裏側には、表示部１ａ，１ｂのそれぞれに裏側から光を当てる照光素子、すなわ
ちＬＥＤ６を設けてある。ＬＥＤ６は、表示部１ａの裏側でＰＣＢ１０に設置される直線
状の端子６ａ，６ｂを介して表示部１ａ，１ｂに対向する位置のそれぞれに保持してある
。
【００４９】
ＬＥＤ６および端子６ａ，６ｂは、図１～３に示すように、第１スイッチ３の第１被操作
部３ａと、第２スイッチ４の第２被操作部３ａとの間に形成されるスペースと、第１スイ
ッチ３の第２被操作部３ｂと、第２スイッチ４の第２被操作部３ｂとの間に形成されるス
ペースとに配置してある。
【００５０】
このように表示部１ａ，１ｂのそれぞれにＬＥＤ６を付設することにより、第１，第２操
作部材１，２の周囲が暗いときに、表示部１ａ，１ｂが第１，第２操作部材１，２の位置
を示す照明として機能するようにしてある。
【００５１】
上述のように構成した実施形態は、例えばパワーウィンドスイッチ装置に備えられる。次
に、このパワーウィンドスイッチ装置ついて図７を用いて説明する。
【００５２】
図７に示すパワーウィンドスイッチ装置は、運転席のドアに設置されるものであり、上述
した実施形態を２つ備えている。すなわち、左前の窓、右前の窓の開閉操作を行うための
スイッチ装置と、左後の窓および右後の窓のそれぞれの開閉操作を行うためのスイッチ装
置とが、上述した実施形態である。
【００５３】
このパワーウィンドスイッチ装置では、前列の第１，第２操作部材１，２に操作される第
１スイッチ３において、第１スイッチ部５０の可動接点３５が固定接点に接触したときに
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、左前の窓を開動作させる信号を出力するように設定してあり、第２スイッチ部６０の可
動接点３６が固定接点に接触したときに、右前の窓を開動作させる信号を出力するように
設定してある。
【００５４】
また、前列の第１，第２操作部材１，２に操作される第２スイッチ４において、第１スイ
ッチ部５０の可動接点３５が固定接点に接触したときに、左前の窓を閉動作させる信号を
出力するように設定してあり、第２スイッチ部６０の可動接点３６が固定接点に接触した
ときに、右前の窓を閉動作させる信号を出力するように設定してある。
【００５５】
また、後列の第１，第２操作部材１，２に操作される第１スイッチ３において、第１スイ
ッチ部５０の可動接点３５が固定接点に接触したときに、左後の窓を開動作させる信号を
出力するように設定してあり、第２スイッチ部６０の可動接点３６が固定接点に接触した
ときに、右後の窓を開動作させる信号を出力するように設定してある。
【００５６】
また、後列の第１，第２操作部材１，２に操作される第２スイッチ４において、第１スイ
ッチ部５０の可動接点３５が固定接点に接触したときに、左後の窓を閉動作させる信号を
出力するように設定してあり、第２スイッチ部６０の可動接点３６が固定接点に接触した
ときに、右後の窓を閉動作させる信号を出力するように設定してある。
【００５７】
また、パワーウィンドスイッチ装置では、ＰＣＢ１０の表面に、第１，第２スイッチ３，
４やＬＥＤ６の他に、リレー等の部品を設置してある。また、ＰＣＢ１０の裏面には、下
部カバー１３から露出する外部端子群１１，１２を設けてある。下部カバー１３には、外
部端子群１１，１２を挿通させる貫通孔１３ａ，１３ｂを設けてある。
【００５８】
このように構成したパワーウィンドスイッチ装置の動作を、（１）前列の第１が操作され
る場合と、（２）第２操作部材２が操作される場合を例に説明する。
【００５９】
（１）第１操作部材１が操作される場合
第１操作部材１の前端側の押圧面１ｆが押圧されると、第１操作部材１は中立位置からＡ
方向に回動する。このとき、第１スイッチ３の第１スイッチ部５０では、第１被操作部３
ａが第１操作部材１の突出部１ｃにより押圧操作されて下方向に回動し、可動接点３５が
第１被操作部３ａの回動に連動して第１固定接点に接触し、ＯＮする。これにより、パワ
ーウィンドスイッチ装置からは、左前の窓を開動作させる信号が出力される。
【００６０】
第１操作部材１の押圧面１ｆが押圧されなくなると、第１スイッチ３の第１被操作部３ａ
は、復帰手段により復帰する。このとき、第１操作部材１は、第１被操作部３ａにより突
出部１ｃを下方から押圧されて中立位置に復帰する。これにより、第１スイッチ３の第１
スイッチ部５０では、可動接点３５が固定接点から離反し、ＯＦＦする。
【００６１】
また、第１操作部材１の後端側の押圧面１ｇが押圧されると、第１操作部材１は中立位置
からＢ方向に回動する。このとき、第２スイッチ４の第２１スイッチ部５０では、第１被
操作部３ａが第１操作部材１の突出部１ｄにより押圧操作されて下方向に回動し、可動接
点３５が第１被操作部の３ａの回動に連動して固定接点に接触し、ＯＮする。このとき、
パワーウィンドスイッチ装置からは、左前の窓を閉動作させる信号が出力される。
【００６２】
第１操作部材１の押圧面１ｇがされなくなると、第２スイッチ４の第１被操作部３ａは、
復帰手段により復帰する。このとき、第１操作部材１は、第１被操作部３ａにより突出部
１ｄを下方から押圧されて中立位置に復帰する。これにより、第２スイッチ４の第１スイ
ッチ部５０では、可動接点３５が固定接点から離反し、ＯＦＦする。
【００６３】
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（２）第２操作部材２が操作される場合
第２操作部材２の前端側の押圧面１ｆが押圧されると、第２操作部材２は中立位置からＡ
方向に回動する。このとき、第１スイッチ３の第２スイッチ部６０では、第２被操作部３
ｂが第２操作部材２の突出部１ｃにより押圧操作されて下方向に回動し、第２可動接点３
６が第２被操作部３ｂの回動に連動して第２固定接点に接触し、ＯＮする。これにより、
パワーウィンドスイッチ装置からは、右前の窓を開動作させる信号が出力される。
【００６４】
第２操作部材２の押圧面１ｆがされなくなると、第１スイッチ３の第２被操作部３ｂは、
復帰手段により復帰する。このとき、第２操作部材２は、第２被操作部３ｂにより突出部
１ｃを下方から押圧されて中立位置に復帰する。これにより、第１スイッチ３の第２スイ
ッチ部６０では、可動接点３６が固定接点から離反し、ＯＦＦする。
【００６５】
また、第２操作部材１の後端側の押圧面１ｇが押圧されると、第２操作部材２は中立位置
からＢ方向に回動する。このとき、第２スイッチ４の第２スイッチ部６０では、第２スイ
ッチ４の第２被操作部３ｂが第２操作部材２の突出部１ｄにより押圧操作されて下方向に
回動し、第２可動接点３６が第２被操作部３ｂの回動に連動して第２固定接点に接触し、
ＯＮする。これにより、パワーウィンドスイッチ装置からは、右前の窓を閉動作させる信
号が出力される。
【００６６】
第２操作部材２の押圧面１ｇがされなくなると、第２スイッチ４の第２被操作部３ｂは、
復帰手段により復帰する。このとき、第２操作部材２は、第２被操作部３ｂにより突出部
１ｄを下方から押圧されて中立位置に復帰する。これにより、第２スイッチ４の第２スイ
ッチ部６０では、可動接点３６が固定接点から離反し、ＯＦＦする。
【００６７】
なお、後列の第１操作部材１が押圧操作された場合にはパワーウィンドスイッチ装置から
は左後の窓を開閉操作する信号が出力され、また、後列の第２操作部材２が押圧操作され
た場合には右後の窓を開閉動作させる信号が出力されるが、このとき後列の第１，第２操
作部材１，２に操作される第１，第２スイッチ３，４の動作は上述の（１），（２）の場
合と同じである。
【００６８】
上記本実施形態では、次の効果が得られる。
【００６９】
第１操作部材１のＰＣＢ１０に対する投影面と第２操作部材２のＰＣＢ１０に対する投影
面との間に形成されたスペースに、第１スイッチ３と第２スイッチ４とを配置し、第１ス
イッチ３の第１，第２被操作部３ａ，３ｂをそれぞれ第１，第２操作部材１，２の突出部
１ｃのそれぞれに押圧操作されるように突出させ、第２スイッチ４の第１，第２被操作部
３ａ，３ｂを第１，第２操作部材１，２の突出部１ｄのそれぞれに押圧操作されるように
スイッチケース３ｃから突出させたので、第１，第２操作部材１，２のＰＣＢ１０に対す
る投影面に重なるスイッチの設置スペースの割合を小さくすることができる。したがって
、第１，第２操作部材１，２のＰＣＢ１０に対する投影面内における部品配置の自由度を
従来技術よりも向上させることができる。
【００７０】
また、本実施形態では、上述のように第１，第２スイッチ３，４を配置したことから、第
１スイッチ３の第１被操作部材３ａと第２スイッチ４の第１被操作部材３ａとの間にスペ
ースを形成でき、また、第１スイッチ３の第２被操作部材３ｂと第２スイッチ４の第２被
操作部材３ｂとの間にスペースを形成できる。そして、これらのスペースを利用してＬＥ
Ｄ６を配置するので、ＬＥＤ６の端子６ａ，６ｂを折り曲げることなく、直線状の状態の
ままＰＣＢ１０に設置できる。したがって、端子の曲げ加工に起因してＬＥＤ６が位置ず
れするという問題を解消できる。
【００７１】
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また、本実施形態では、表示部１ａ，１ｂのそれぞれについてＬＥＤ６を設けた例を挙げ
ているが、本発明はこれに限るものではない。すなわち、ＬＥＤ６を、第１操作部材１の
ＰＣＢ１０に対する投影面内の中央と、第２操作部材１のＰＣＢ１０に対する投影面内の
中央とに配置してもよく、これにより、部品点数を削減することができる。
【００７２】
また、本実施形態では、２つの操作部材１，２を中立位置を挟んでＡ，Ｂ方向に回動する
ように構成し、これら２つの操作部材１，２に対して２つのスイッチ３，４を設けて、１
つの操作部材につき２つの操作を行なえるようにした例を挙げたが、本発明はこれに限る
ものではない。すなわち、第１，第２操作部材を１方向にのみ回動するように構成し、こ
れら操作部材に対してスイッチ３，４と同様のスイッチを１つ設けるようにしてもよい。
このような構成では、１つの操作部材で１つの操作しか行えないので、上述したパワーウ
ィンドスイッチ装置には適用できないが、別のスイッチ装置に適用することは可能であり
、そのスイッチ装置において操作部材の基板に対する投影面内における部品配置の自由度
を向上させることができる。
【００７３】
また、本実施形態では、第１，第２スイッチ部５０，６０において、互いに独立して回動
する第１，第２被操作部材３ａ，３ｂを設けた例を挙げたが、本発明はこれに限るもので
はない。すなわち、第１，第２被操作部材３ａ，３ｂをシーソースイッチのように一体形
成してもよい。このように構成したものでは、第１，第２操作部材１，２を同時に操作で
きないものの、操作部材の基板に対する投影面内における部品配置の自由度を向上させる
ことができる。
【００７４】
【発明の効果】
　以上に述べたように、第１の発明 、回動可能に設けられる２つの操作部材が回
動軸方向に並んで位置するスイッチ装置において、操作部材の基板に対する投影面に重な
るスイッチの設置スペースの割合を小さくすることができる。したがって 作部材の基
板に対する投影面内における部品配置の自由度を従来技術よりも向上させることができる
。
【００７７】
　また、第 の発明は、上記第１の発明において、前記第１，第２操作部材の少なくとも
一方に設けられ透光性を有する透光部と、この透光部の設けられた操作部材の裏側から前
記透光部に光を当てる照光素子と、この照光素子を前記操作部材の裏側の所定位置に保持
するとともに基板上の回路に電気的に接続する端子とを備えることを特徴としているので
、第１，第２操作部材のそれぞれの基板に対する投影面内に形成されるスペースを利用し
て、端子を直線状のまま基板に設置して照光素子を設けることができる。したがって、端
子の曲げ加工の誤差に起因して照光素子の位置ずれするという問題を解消できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のスイッチ装置の一実施形態を示す平面図である。
【図２】図１の II－ II断面図である。
【図３】図１の III－ III断面図である。
【図４】図１に示す実施形態に備えられるスイッチを示す平面図である。
【図５】図４に示すスイッチの正面図である。
【図６】図４に示すスイッチの分解斜視図である。
【図７】パワーウィンドスイッチ装置に備えられる本実施形態を示す分解斜視図である。
【符号の説明】
１　第１操作部材
１ａ　表示部（透光部）
１ｂ　表示部
２　第２操作部材
３　第１スイッチ
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、操

２



３ａ　第１被操作部
３ｂ　第２被操作部
３ｃ　スイッチケース
４　第２スイッチ
５　カバー
６　ＬＥＤ（照光素子）
６ａ　端子
６ｂ　端子
１０　ＰＣＢ（基板）
５０　第１スイッチ部
６０　第２スイッチ部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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